
　重力を記述する基礎理論である“一般相対性理論”は、アインシュタインによって100年程前に提唱されました。	

一般相対性理論はアインシュタイン方程式によって記述される理論ですが、この方程式はニュートン重力理論では見られな

かった非常に興味深い解を持ちます。それは“ブラックホール”です。ブラックホール解も最初の発見から100年が経とうとして

いますが、未解決な問題も数多く残されていて魅力的な研究対象です。	

　また近年、超紐理論などの高次元時空の理論に動機付けられて高次元時空における重力理論も盛んに研究されています。	

我々天体核研究室では、様々な角度から4次元および高次元時空でのブラックホールや重力理論について研究しています。	

いくつか例をあげると、通常ブラックホールは重たい星の重力崩壊によって作られると思われていますが、どのような条件の

もとで形成されるのかという“ブラックホールの形成問題”の研究。現在までに様々なブラックホール解が見つかっていますが、

どのような解が許されどのように特徴付けられるかを調べる“ブラックホールの分類問題”の研究。現実にブラックホールが

存在するなら摂動に対して安定でなければいけませんが、その“ブラックホールの安定性”に関する研究など様々です。	

　ブラックホールに興味がある方、数学的なことが好きな方、ぜひ一緒に研究しましょう。	
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　最新の望遠鏡を使って宇宙を覗くと、そこには謎に満ちた世界が広がっています。	

電波や可視光観測の進歩に伴い、星がまさに生まれようとしている現場や宇宙が始まって間もない頃にできた銀河、

私たちの太陽系とは別の惑星系などを詳しく調べることが可能になりました。しかし、それらは私たちが想像もしな

かった姿をしていて、惑星・恒星・銀河形成の歴史にはいまだに多くの謎が残っています。	

宇宙物理学	 

　x線やγ線による観測は、宇宙最強の爆発現象であるガンマ線バース

ト、銀河中心にある超巨大質量ブラックホールからのジェット放射、宇宙

最強の磁場を持つ中性子星＝“マグネター”が起こす巨大フレア、など

数々の興味深い高エネルギー天体現象の存在を明らかにしました。しか

し、こうした現象の多くは詳細なメカニズムが不明のままです。	

　近い将来、ニュートリノや重力波といった次世代の観測チャンネルに

よって、新たな発見、新たな謎がどんどん出てくることは間違いありませ

ん。ワクワクするような研究テーマが宇宙にはゴロゴロ転がっているので

す。	

　天体核研究室では、天体現象の解明に向けた理論的研究を行ってい

ます。宇宙に存在するあらゆる天体、あらゆる現象が研究の対象です。

宇宙物理学は、力学、電磁気学、熱統計力学、流体力学、量子力学を

はじめ、相対性理論、素粒子物理学、原子核物理など、あらゆる物理学

の知識を総動員するという挑戦し甲斐のある研究分野です。	

　私たちの太陽系や系外惑星系がどのように形成されたのかを明らか

にしたい！宇宙で最初に生まれた星はどのような姿をしているのか知り

たい！ガンマ線バーストのメカニズムを解明したい！重力波/ニュートリ

ノを用いてブラックホールや中性子星の物理を探りたい！などなど。この

ような方はぜひ天体核研究室で一緒に研究しましょう！	
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